
JP 2013-78400 A5 2014.11.13

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成26年11月13日(2014.11.13)
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【公開日】平成25年5月2日(2013.5.2)
【年通号数】公開・登録公報2013-021
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【手続補正書】
【提出日】平成26年9月30日(2014.9.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技の主たる制御を行う主制御手段と、その主制御手段からの従制御信号に基づいて制
御を行う従制御手段と、その従制御手段からの指示に基づいて演出を行う演出実行手段と
、を有し、入賞役に当選すると遊技者が所定の遊技価値を獲得可能な入賞役遊技が実行さ
れる遊技機であって、
　前記主制御手段は、
　遊技条件の成立に基づいて前記従制御信号を生成する従制御信号生成手段と、
　その従制御信号生成手段により生成された前記従制御信号を前記従制御手段に出力する
従制御信号出力手段と、を有し、
　前記従制御手段は、
　前記主制御手段の従制御信号出力手段により出力された従制御信号を判別する判別手段
と、
　その判別手段によって、前記受信した従制御信号が前記遊技条件のうちの特定の遊技条
件の成立に基づいて生成された特定の従制御信号であると判別された場合に、前記入賞役
遊技の実行において遊技者にとって有利となる遊技の進行を示唆する遊技動作示唆演出を
実行するかを抽選する示唆演出抽選手段と、
　その示唆演出抽選手段によって前記遊技動作示唆演出を実行すると抽選された場合には
、前記入賞役遊技において前記遊技動作示唆演出を前記演出実行手段により行わせる示唆
実行手段と、を有し、
　前記主制御手段の従制御信号生成手段は、
　複数の変更規則の中から１の変更規則を決定する変更規則決定手段と、
　その変更規則決定手段により決定された変更規則に基づいて、前記特定の従制御信号の
生成方法を変更する変更信号生成手段と、を有し、
　前記主制御手段は、
　電源断後も記憶を保持可能で、書き込み及び読み込み可能な主特定記憶手段と、
　電源投入時に遊技機の初期処理を実行する初期制御手段と、
　その初期制御手段による初期処理の後に遊技処理を実行する遊技制御手段と、を有し、



(2) JP 2013-78400 A5 2014.11.13

　前記主制御手段の初期制御手段は、前記初期処理において、前記主特定記憶手段に変更
規則を示す情報が記憶されているか判断し、記憶されていない場合に前記変更規則決定手
段により変更規則を決定すると共に、その決定された変更規則を示す情報を前記主特定記
憶手段に記憶させるものであり、
　前記主制御手段は、前記変更規則決定手段により決定された変更規則に基づく変更規則
信号を前記従制御手段に出力する変更規則信号出力手段を有し、
　前記主制御手段の変更規則信号出力手段は、前記主特定記憶手段に前記変更規則を示す
情報が記憶された場合に、その変更規則に基づく変更規則信号を前記従制御手段に出力す
るものであり、
　前記従制御手段は、電源断後も記憶を保持可能で、書き込み及び読み込み可能な従特定
記憶手段と、
　前記主制御手段の変更規則信号出力手段から出力された変更規則信号を受信すると、そ
の変更規則信号に基づく変更規則を示す情報を前記従特定記憶手段に記憶させる従記憶制
御手段と、を有し、
　前記従制御手段の判別手段は、前記従特定記憶手段に記憶された変更規則信号に基づい
て、前記主制御手段の従制御信号出力手段により出力された従制御信号を判別した結果、
その従制御信号が前記特定の従制御信号となった場合に、特定の遊技条件が成立したもの
と判別するものであることを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　この目的を達成するために請求項１記載の遊技機は、遊技の主たる制御を行う主制御手
段と、その主制御手段からの従制御信号に基づいて制御を行う従制御手段と、その従制御
手段からの指示に基づいて演出を行う演出実行手段と、を有し、入賞役に当選すると遊技
者が所定の遊技価値を獲得可能な入賞役遊技が実行される遊技機であって、前記主制御手
段は、遊技条件の成立に基づいて前記従制御信号を生成する従制御信号生成手段と、その
従制御信号生成手段により生成された前記従制御信号を前記従制御手段に出力する従制御
信号出力手段と、を有し、前記従制御手段は、前記主制御手段の従制御信号出力手段によ
り出力された従制御信号を判別する判別手段と、その判別手段によって、前記受信した従
制御信号が前記遊技条件のうちの特定の遊技条件の成立に基づいて生成された特定の従制
御信号であると判別された場合に、前記入賞役遊技の実行において遊技者にとって有利と
なる遊技の進行を示唆する遊技動作示唆演出を実行するかを抽選する示唆演出抽選手段と
、その示唆演出抽選手段によって前記遊技動作示唆演出を実行すると抽選された場合には
、前記入賞役遊技において前記遊技動作示唆演出を前記演出実行手段により行わせる示唆
実行手段と、を有し、前記主制御手段の従制御信号生成手段は、複数の変更規則の中から
１の変更規則を決定する変更規則決定手段と、その変更規則決定手段により決定された変
更規則に基づいて、前記特定の従制御信号の生成方法を変更する変更信号生成手段と、を
有し、前記主制御手段は、電源断後も記憶を保持可能で、書き込み及び読み込み可能な主
特定記憶手段と、電源投入時に遊技機の初期処理を実行する初期制御手段と、その初期制
御手段による初期処理の後に遊技処理を実行する遊技制御手段と、を有し、前記主制御手
段の初期制御手段は、前記初期処理において、前記主特定記憶手段に変更規則を示す情報
が記憶されているか判断し、記憶されていない場合に前記変更規則決定手段により変更規
則を決定すると共に、その決定された変更規則を示す情報を前記主特定記憶手段に記憶さ
せるものであり、前記主制御手段は、前記変更規則決定手段により決定された変更規則に
基づく変更規則信号を前記従制御手段に出力する変更規則信号出力手段を有し、前記主制
御手段の変更規則信号出力手段は、前記主特定記憶手段に前記変更規則を示す情報が記憶
された場合に、その変更規則に基づく変更規則信号を前記従制御手段に出力するものであ
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り、前記従制御手段は、電源断後も記憶を保持可能で、書き込み及び読み込み可能な従特
定記憶手段と、前記主制御手段の変更規則信号出力手段から出力された変更規則信号を受
信すると、その変更規則信号に基づく変更規則を示す情報を前記従特定記憶手段に記憶さ
せる従記憶制御手段と、を有し、前記従制御手段の判別手段は、前記従特定記憶手段に記
憶された変更規則信号に基づいて、前記主制御手段の従制御信号出力手段により出力され
た従制御信号を判別した結果、その従制御信号が前記特定の従制御信号となった場合に、
特定の遊技条件が成立したものと判別するものである。

【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本発明の遊技機によれば、遊技の主たる制御を行う主制御手段と、その主制御手段から
の従制御信号に基づいて制御を行う従制御手段と、その従制御手段からの指示に基づいて
演出を行う演出実行手段と、を有し、入賞役に当選すると遊技者が所定の遊技価値を獲得
可能な入賞役遊技が実行される遊技機であって、前記主制御手段は、遊技条件の成立に基
づいて前記従制御信号を生成する従制御信号生成手段と、その従制御信号生成手段により
生成された前記従制御信号を前記従制御手段に出力する従制御信号出力手段と、を有し、
前記従制御手段は、前記主制御手段の従制御信号出力手段により出力された従制御信号を
判別する判別手段と、その判別手段によって、前記受信した従制御信号が前記遊技条件の
うちの特定の遊技条件の成立に基づいて生成された特定の従制御信号であると判別された
場合に、前記入賞役遊技の実行において遊技者にとって有利となる遊技の進行を示唆する
遊技動作示唆演出を実行するかを抽選する示唆演出抽選手段と、その示唆演出抽選手段に
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よって前記遊技動作示唆演出を実行すると抽選された場合には、前記入賞役遊技において
前記遊技動作示唆演出を前記演出実行手段により行わせる示唆実行手段と、を有し、前記
主制御手段の従制御信号生成手段は、複数の変更規則の中から１の変更規則を決定する変
更規則決定手段と、その変更規則決定手段により決定された変更規則に基づいて、前記特
定の従制御信号の生成方法を変更する変更信号生成手段と、を有し、前記主制御手段は、
電源断後も記憶を保持可能で、書き込み及び読み込み可能な主特定記憶手段と、電源投入
時に遊技機の初期処理を実行する初期制御手段と、その初期制御手段による初期処理の後
に遊技処理を実行する遊技制御手段と、を有し、前記主制御手段の初期制御手段は、前記
初期処理において、前記主特定記憶手段に変更規則を示す情報が記憶されているか判断し
、記憶されていない場合に前記変更規則決定手段により変更規則を決定すると共に、その
決定された変更規則を示す情報を前記主特定記憶手段に記憶させるものであり、前記主制
御手段は、前記変更規則決定手段により決定された変更規則に基づく変更規則信号を前記
従制御手段に出力する変更規則信号出力手段を有し、前記主制御手段の変更規則信号出力
手段は、前記主特定記憶手段に前記変更規則を示す情報が記憶された場合に、その変更規
則に基づく変更規則信号を前記従制御手段に出力するものであり、前記従制御手段は、電
源断後も記憶を保持可能で、書き込み及び読み込み可能な従特定記憶手段と、前記主制御
手段の変更規則信号出力手段から出力された変更規則信号を受信すると、その変更規則信
号に基づく変更規則を示す情報を前記従特定記憶手段に記憶させる従記憶制御手段と、を
有し、前記従制御手段の判別手段は、前記従特定記憶手段に記憶された変更規則信号に基
づいて、前記主制御手段の従制御信号出力手段により出力された従制御信号を判別した結
果、その従制御信号が前記特定の従制御信号となった場合に、特定の遊技条件が成立した
ものと判別するものである。よって、不正に特定の遊技条件を成立させることを防止でき
るので、「ぶら下げ基板」等を用いた不正行為による被害を低減できるという効果がある
。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２４】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４２６】
　遊技機Ａ１～Ａ６のいずれかにおいて、前記遊技機はパチンコ遊技機とスロットマシン
とを融合させたものであることを特徴とする遊技機Ｆ３。中でも、融合させた遊技機の基
本構成としては、「複数の識別情報からなる識別情報列を動的表示した後に識別情報を確
定表示する可変表示手段を備え、始動用操作手段（例えば操作レバー）の操作に起因して
識別情報の変動が開始され、停止用操作手段（例えばストップボタン）の操作に起因して
、或いは、所定時間経過することにより、識別情報の動的表示が停止され、その停止時の
確定識別情報が特定識別情報であることを必要条件として、遊技者に有利な特別遊技状態
を発生させる特別遊技状態発生手段とを備え、遊技媒体として球を使用すると共に、前記
識別情報の動的表示の開始に際しては所定数の球を必要とし、特別遊技状態の発生に際し
ては多くの球が払い出されるように構成されている遊技機」となる。
　＜その他＞
　＜手段＞
　技術的思想１の遊技機は、遊技の主たる制御を行う主制御手段と、その主制御手段から
の従制御信号に基づいて制御を行う従制御手段と、その従制御手段からの指示に基づいて
演出を行う演出実行手段と、を有し、入賞役に当選すると遊技者が所定の遊技価値を獲得
可能な入賞役遊技が実行される遊技機であって、前記主制御手段は、遊技条件の成立に基
づいて前記従制御信号を生成する従制御信号生成手段と、その従制御信号生成手段により
生成された前記従制御信号を前記従制御手段に出力する従制御信号出力手段と、を有し、
前記従制御手段は、前記主制御手段の従制御信号出力手段により出力された従制御信号を
判別する判別手段と、その判別手段によって、前記受信した従制御信号が前記遊技条件の
うちの特定の遊技条件の成立に基づいて生成された特定の従制御信号であると判別された
場合に、前記入賞役遊技の実行において遊技者にとって有利となる遊技の進行を示唆する
遊技動作示唆演出を実行するかを抽選する示唆演出抽選手段と、その示唆演出抽選手段に
よって前記遊技動作示唆演出を実行すると抽選された場合には、前記入賞役遊技において
前記遊技動作示唆演出を前記演出実行手段により行わせる示唆実行手段と、を有し、前記
主制御手段の従制御信号生成手段は、複数の変更規則の中から１の変更規則を決定する変
更規則決定手段と、その変更規則決定手段により決定された変更規則に基づいて、前記特
定の従制御信号の生成方法を変更する変更信号生成手段と、を有し、前記主制御手段は、
前記変更規則決定手段により決定された変更規則に基づく変更規則信号を前記従制御手段
に出力する変更規則信号出力手段を有し、前記従制御手段の判別手段は、その変更規則信
号出力手段により出力された変更規則信号に基づいて、前記主制御手段の従制御信号出力
手段により出力された従制御信号を判別した結果、その従制御信号が前記特定の従制御信
号となった場合に、特定の遊技条件が成立したものと判別する。
　技術的思想２の遊技機は、技術的思想１の遊技機において、前記主制御手段は、電源断
後も記憶を保持可能で、書き込み及び読み込み可能な主特定記憶手段を有し、前記主制御
手段は、電源投入時に遊技機の初期処理を実行する初期制御手段と、その初期制御手段に
よる初期処理の後に遊技処理を実行する遊技制御手段と、を有し、前記初期制御手段は、
前記初期処理において、前記主特定記憶手段に変更規則を示す情報が記憶されているか判
断し、記憶されていない場合に前記変更規則決定手段により変更規則を決定すると共に、
その決定された変更規則を示す情報を前記主特定記憶手段に記憶させるものであり、前記
変更規則信号出力手段は、前記主特定記憶手段に前記変更規則を示す情報が記憶された場
合に、その変更規則に基づく変更規則信号を前記従制御手段に出力するものであり、前記
従制御手段は、電源断後も記憶を保持可能で、書き込み及び読み込み可能な従特定記憶手
段を有し、前記従制御手段の判別手段は、前記主制御手段の変更規則信号出力手段から出
力された変更規則信号を受信すると、その変更規則信号に基づく変更規則を示す情報を前
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記従特定記憶手段に記憶させる。
　技術的思想３の遊技機は、技術的思想１又は２のいずれかの遊技機において、前記主制
御手段は、カウント値の更新を所定の範囲で繰り返し乱数値を生成する乱数生成手段を有
し、前記変更規則決定手段は、前記乱数生成手段が生成した乱数値に基づいて前記変更規
則を決定する。
　技術的思想４の遊技機は、技術的思想１～３のいずれかの遊技機において、前記主制御
手段は、遊技機への電力供給が断された状態においても計時可能な計時手段を有し、前記
変更規則決定手段は、前記計時手段から取得した値に基づいて前記変更規則を決定する。
　技術的思想５の遊技機は、技術的思想２～４のいずれかの遊技機において、初期化操作
により、遊技機の状態を初期化する初期化手段を有しており、その初期化手段は、前記主
特定記憶手段の前記変更規則を示す情報が記憶された領域と前記従特定記憶手段の前記変
更規則信号に基づく変更規則を示す情報が記憶された領域とを保持した状態で、遊技機の
状態を初期化する。
　技術的思想６の遊技機は、遊技の主たる制御を行う主制御手段と、その主制御手段から
の従制御信号に基づいて制御を行う従制御手段と、その従制御手段からの指示に基づいて
演出を行う演出実行手段と、を有し、入賞役に当選すると遊技者が所定の遊技価値を獲得
可能な入賞役遊技が実行される遊技機であって、前記主制御手段は、遊技条件の成立に基
づいて前記従制御信号を生成する従制御信号生成手段と、その従制御信号生成手段により
生成された前記従制御信号を前記従制御手段に出力する従制御信号出力手段と、を有し、
前記従制御手段は、前記主制御手段の従制御信号出力手段により出力された従制御信号を
判別する判別手段と、その判別手段によって、前記受信した従制御信号が前記遊技条件の
うちの特定の遊技条件の成立に基づいて生成された特定の従制御信号であると判別された
場合に、前記入賞役遊技の実行において遊技者にとって有利となる遊技の進行を示唆する
遊技動作示唆演出を実行するかを抽選する示唆演出抽選手段と、その示唆演出抽選手段に
よって前記遊技動作示唆演出を実行すると抽選された場合には、前記入賞役遊技において
前記遊技動作示唆演出を前記演出実行手段により行わせる示唆実行手段と、を有し、前記
主制御手段の従制御信号生成手段は、前記特定の従制御信号の生成方法を所定の変更規則
に基づいて変更して、その特定の従制御信号を生成するものであり、前記従制御手段の判
別手段は、前記所定の変更規則に基づいて、前記主制御手段の従制御信号出力手段により
出力された従制御信号を判別した結果、その従制御信号が前記特定の従制御信号となった
場合に、特定の遊技条件が成立したものと判別する。
　＜効果＞
　技術的思想１の遊技機によれば、主制御手段において、遊技条件の成立に基づいて従制
御信号生成手段により従制御信号が生成され、その従制御信号が従制御信号出力手段によ
って従制御手段に出力される。従制御手段では、受信した従制御信号が判別手段によって
判別され、その従制御信号が、遊技条件のうちの特定の遊技条件の成立に基づいて生成さ
れた特定の従制御信号であると判別されると、入賞役遊技の実行において遊技者にとって
有利となる遊技動作示唆演出を実行するかが示唆演出抽選手段によって抽選される。そし
て、その抽選において、遊技動作示唆演出を実行すると抽選された場合には、示唆実行手
段が入賞役遊技において遊技動作示唆演出を演出実行手段により行わせる。これにより、
主制御手段は遊技動作示唆演出を実行するか否かの抽選処理を行わないので、主制御手段
の制御負荷を軽くすることができる。
　ここで、主制御手段の従制御信号生成手段では、複数の変更規則の中から１の変更規則
が変更規則決定手段によって決定され、その決定された変更規則に基づいて、変更信号生
成手段により特定の従制御信号の生成方法が変更される。この変更された生成方法に基づ
いて、従制御信号生成手段により特定の従制御信号が生成され、その従制御信号が従制御
信号出力手段によって従制御手段に出力される。また主制御手段において、決定された変
更規則に基づく変更規則信号は、変更規則信号出力手段によって従制御手段に出力される
。
　従制御手段では、変更規則信号出力手段により出力された変更規則信号に基づいて、主
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制御手段の従制御信号出力手段により出力された従制御信号が判別手段によって判別され
る。判別の結果、その従制御信号が特定の従制御信号となった場合に、特定の遊技条件が
成立したものと判別手段によって判別される。
　これにより、決定された変更規則に基づいて生成方法が変更された特定の従制御信号が
出力された場合、従制御手段の判別手段は、主制御手段の変更規則信号出力手段から出力
された変更規則信号に基づいて、特定の遊技条件が成立したことを判別できる。
　一方、「ぶら下げ基板」等が特定の従制御信号を解析して、その解析した特定の従制御
信号を不正に従制御手段に出力しても、遊技機で使用される特定の従制御信号の生成方法
は変更されているので、従制御手段は「ぶら下げ基板」から出力された不正な「特定の従
制御信号」を受信しても、それを正規の「特定の従制御信号」とは異なったものと判別で
きる。従って、不正に特定の遊技条件を成立させることを防止できるので、「ぶら下げ基
板」等を用いた不正行為による被害を低減できるという効果がある。
　技術的思想２の遊技機によれば、技術的思想１の遊技機の奏する効果に加え、次の効果
を奏する。即ち、主制御手段では、初期制御手段により電原投入時に遊技機の初期処理が
実行され、その初期処理の後に、遊技制御手段により遊技処理が実行される。初期制御手
段は、初期処理において、電断後も記憶を保持可能で書き込み及び読み込み可能な主特定
記憶手段に変更規則が記憶されているか判断し、記憶されていない場合には、変更規則決
定手段により変更規則を決定し、その決定した変更規則を示す情報を主特定記憶手段に記
憶させる。そして、主特定記憶手段に変更規則を示す情報が記憶された場合に、その変更
規則に基づく変更規則信号が変更規則信号出力手段によって従制御手段に出力される。
　従制御手段には、電源断後も記憶を保持可能で書き込み及び読み込み可能な従特定記憶
手段が設けられており、その従制御手段が変更規則信号出力手段より出力された変更規則
信号を受信すると、判別手段によって、その変更規則信号に基づく変更規則を示す情報が
従特定記憶手段に記憶される。
　遊技機は、通常、工場出荷時において、電源が投入されて出荷検査がされる。その出荷
検査で、初めて電源が投入されると初期制御手段によって変更規則の決定がなされて、主
特定記憶手段にその変更規則を示す情報が記憶される。また、その決定された変更規則に
基づいた変更規則信号が従制御手段に出力されて、従特定記憶手段にその変更規則を示す
情報が記憶される。主特定記憶手段および従特定記憶手段は、電源断後も記憶を保持可能
であるので、遊技ホールに遊技機が設置されたときには、主特定記憶手段および従特定記
憶手段に変更規則を示す情報が記憶されている。よって、変更規則信号出力手段により変
更規則信号を出力する必要の無い遊技機を構成できるので、「ぶら下げ基板」等による変
更規則信号の解析を困難にして、「ぶら下げ基板」等による「特定の従制御信号」の把握
を防止できるという効果がある。
　技術的思想３の遊技機によれば、技術的思想1又は２の遊技機の奏する効果に加え、主
制御手段において、カウンタ値の更新を所定の範囲で繰り返す乱数生成手段により乱数値
が生成され、その乱数生成手段で生成された乱数値に基づいて、変更規則が変更規則決定
手段により決定される。このように、変更規則をランダムな乱数値により決定することで
、変更規則が偏って決定されることを防止できる。よって、「ぶら下げ基板」等が「特定
の従制御信号」の解析をしても、変更規則をランダムに決定することで、正規の「特定の
従制御信号」もランダムに変えることができる。その結果、「ぶら下げ基板」等による不
正を防止できるという効果がある。
　技術的思想４の遊技機によれば、技術的思想１から３の遊技機の奏する効果に加え、主
制御手段において、計時手段から取得した値に基づいて、変更規則が変更規則決定手段に
より決定される。計時手段は、遊技機への電力供給が断された状態においても計時可能に
構成される。よって、遊技機の電源を断しても計時を継続するので、遊技機の電源投入の
タイミングに応じて、計時手段から日付や時間が異なったランダムな値を取得することが
でき、そのランダムな値を用いて変更規則を決定できる。このように、変更規則を計時手
段から取得したランダムな値により決定することで、変更規則が偏って決定されることを
防止できる。よって、「ぶら下げ基板」等が「特定の従制御信号」の解析をしても、変更
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規則をランダムに決定することで、正規の「特定の従制御信号」もランダムに変えること
ができる。その結果、「ぶら下げ基板」等による不正を防止できるという効果がある。
　なお、計時手段における日時設定を各遊技機でランダムにしておけば、各遊技機ごとに
決定される変更規則を異ならせることができる。その結果、一の遊技機で「特定の従制御
信号」が解析されても、他の遊技機では、それを解析できないので、多台数の遊技機に対
する「ぶら下げ基板」等による不正を防止できるという効果がある。
　技術的思想５の遊技機によれば、技術的思想２から４の遊技機の奏する効果に加え、初
期化操作がなされると、初期化手段によって遊技機の状態が初期化される。このとき、主
特定記憶手段の変更規則を示す情報が記憶された領域と従特定記憶手段の変更規則を示す
情報が記憶された領域とが保持された状態で、遊技機の状態が初期化される。よって、一
度、遊技機が正常に作動して、主特定記憶手段に変更規則を示す情報が記憶され、且つ従
特定記憶手段に変更規則を示す情報が記憶された場合には、それらの領域は、初期化操作
がなされても、初期化されず保持される。従って、たとえ遊技機の状態が初期化されても
、変更規則を示す情報を保持できるので、変更規則信号出力手段により変更規則信号が出
力されないように構成できる。よって、「ぶら下げ基板」等が、変更規則信号を解析して
正規の「特定の従制御信号」を把握しようとする不正を防止できるという効果がある。
　技術的思想６の遊技機によれば、主制御手段において、遊技条件の成立に基づいて従制
御信号生成手段により従制御信号が生成され、その従制御信号が従制御信号出力手段によ
って従制御手段に出力される。従制御手段では、受信した従制御信号が判別手段によって
判別され、その従制御信号が、遊技条件のうちの特定の遊技条件の成立に基づいて生成さ
れた特定の従制御信号であると判別されると、入賞役遊技の実行において遊技者にとって
有利となる遊技動作示唆演出を実行するかが示唆演出抽選手段によって抽選される。そし
て、その抽選において、遊技動作示唆演出を実行すると抽選された場合には、示唆実行手
段が入賞役遊技において遊技動作示唆演出を演出実行手段により行わせる。これにより、
主制御手段は遊技動作示唆演出を実行するか否かの抽選処理を行わないので、主制御手段
の制御負荷を軽くすることができる。
　ここで、主制御手段の従制御信号生成手段では、所定の変更規則に基づいて変更された
生成方法で特定の従制御信号が生成される。そして、従制御手段では、所定の変更規則に
基づいて、主制御手段の従制御信号出力手段により出力された従制御信号が判別手段によ
って判別される。判別の結果、その従制御信号が特定の従制御信号となった場合に、特定
の遊技条件が成立したものと判別手段によって判別される。
　これにより、所定の変更規則に基づいて変更された生成方法で従制御手段により生成さ
れた特定の従制御信号が主制御手段から従制御手段に対して出力された場合、従制御手段
の判別手段は、変更された特定の従制御信号を所定の変更規則に基づいて判別した結果、
特定の遊技条件が成立したことを判別できる。
　一方、「ぶら下げ基板」等が特定の従制御信号を解析して、その解析した特定の従制御
信号を不正に従制御手段に出力しても、遊技機で使用される特定の従制御信号は変更され
ているので、従制御手段は「ぶら下げ基板」から出力された不正な「特定の従制御信号」
を受信しても、それを正規の「特定の従制御信号」とは異なったものと判別できる。従っ
て、不正に特定の遊技条件を成立させることを防止できるので、「ぶら下げ基板」等を用
いた不正行為による被害を低減できるという効果がある。
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